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機械学習では、達成効率が定量化された問題に対して、既知デ

ータの情報を未知データへと拡張するようなアルゴリズムの構築を目

標とする。近年、このようなアプローチが、物性物理を始めとした種々

の科学分野にも応用可能であることが指摘され、異分野融合的な領

域が広がり続けている。本セミナーでは、(A)機械学習の諸概念への

導入、(B)物性物理への応用について扱う。 まず(A)にて、識別モデル

や生成モデルとしてのニューラルネットワークを、教師あり学習(教師

なし学習)により最適化する手法について述べる。 その後(B)では、ト

ポロジカル量子相を始めとした相図作成における識別モデルの有用

性[1, 2]や、近似量子状態の構築における生成モデルの親和性[3,4]に
ついて議論する。

なお、内容の一部は、和文献[5]にも詳しく記載されている。
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